
第 87回 ルネサンス② 

 

１ イタリア=ルネサンスの美術 

 

 

 

（        ）…フィレンツェ出身で、「西洋絵画の父」と言われている。ゴ

シック絵画の完成者にして、ルネサンス絵画の先駆者。 

（        ）…フィレンツェ出身の画家で、メディチ家の保護を受けていた。

「          」と「プリマヴェーラ（春）」は、

ルネサンス絵画の代表作であり人々に衝撃を与えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜ルネサンス三大巨匠＞ 

（            ） 

・ルネサンスが生んだ最高の芸術家であり万能の天才と呼ばれる。画家や音

楽家であると同時に科学者でもあった。 

代表作は、「        」、「       」など多数。 

→晩年はフランスのフランソワ１世に保護され、フランスで死去した。 

 

（        ） 

・ルネサンス三大巨匠の中では一番若い。画家であり建築家。 

代表作は、「アテネの学堂」や数多くの美しい「        」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボッティチェリ作「ヴィーナスの誕生」    ボッティチェリ作「プリマヴェーラ（春）」 
ヴィーナス（アフロディーテ）など、ギリシアの神々を描いているところが、ルネサ
ンスという感じ。作者のボッティチェリは後年スランプに陥り、若いころの作品を超
えるものは、生涯生み出せなかった。 

・ルネサンス以前のヨーロッパ絵画では、人や物は平面的、装飾的に描かれていた。 

 →ルネサンスでは、15世紀前半の遠近法の確立により写実的な絵画が描かれた。 

 

ジョット作「聖フランチェスコの生涯」 
ジョットは、ゴシック絵画とルネサンス
絵画の、過渡期の画家といえる。上
の絵は連作のうち、最も有名な場面。 

ダ=ヴィンチ作「最後の晩餐」     
『新約聖書』で最も有名なシーンのひとつを描いたもの。
ミラノ公の支援を受けていた時期に、ミラノのサンタ=マリ
ア=デッレグラツィエ教会の壁画として描かれた。   

ラファエロ作「アテネの学堂」 
古代ギリシアをはじめとする哲学者や科学
者が、一同に会した様子を描いた作品。ラフ
ァエロ本人も登場している。 

ダ=ヴィンチ作「モナ=リザ」 
おそらく世界で最も有名な
絵画だろう。うちの高校に
はなぜかレプリカが多い。      

レオナルド=ダ=ヴィンチ 

ラファエロ 



（          ） 

・メディチ家とローマ教皇の保護を受けた彫刻家、画家、建築家。 

彫刻では「       」、「ピエタ」、「モーセ像」など代表作多数。 

絵画ではヴァチカン宮殿の（          ）の正面に描いた祭壇画

である「       」や、天井に描いた「天地創造」が代表作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ルネサンス三大発明 

・（      ）・（     ）・（        ）はルネサンスの三大発明と

も呼ばれるが、実は東アジアで先に発明されていた。 

・やはり中国で発明された（      ）も、12世紀にはヨーロッパへ伝わった。 

 

・活版印刷は、15 世紀半ばにドイツ人の（        ）により改良され、出

版文化の飛躍的な拡大に大きく貢献した。 

・また火薬からは大砲や鉄砲が発明され、騎士の没落をさらに早めた。 

 

 

 

 

 

 

３ イタリア戦争とイタリアの混乱 

 

 

 

   ・この衝突を（         ）といい、イタリアは混乱した。 

    →イタリアは戦場となり、イタリア=ルネサンスは徐々に衰退していった。 

     ※1527年、神聖ローマ帝国が「ローマの劫略」を行ったことが有名。 

 

・（        ）は、イタリア戦争前後の混乱し分裂したイタリアにつ

いて、『      』でイタリアの統一の必要性について述べた。 

 →宗教や道徳と政治を切り離し、軍事力や権謀術数の必要性を主張した。 

・百年戦争に勝利した（      ）は、1494年にイタリアに侵入した。 

 →イタリア政策を続けていた（        ）との対立が激化した。 

 

『旧約聖書』のワン
シーン、ダヴィデが
巨人ゴリアテを倒す
シーンを描いた作
品である。左手に持
っているのは投石
機。フィレンツェにあ
る本物を見たことが
あるが、私が想像し
ていたものよりはる
かに大きかった。 

「ピエタ」とは、イタリ
ア語で「哀しみ」を意
味し、十字架にかか
ったイエスを抱き上
げる、聖母マリアの
彫刻や絵画をさす。 
ミケランジェロは４作
の「ピエタ」を作った
が、サン=ピエトロ大
聖堂にあるこれが一
番有名。 

羅針盤というと堅苦し
く聞こえるが、要する
に小学校の時に使っ
た方位磁針である。
これで遠洋航海が可
能となり、大航海時
代につながった。 

マインツ出身のグーテン
ベルクは、ぶどうの搾り
機を改良して、印刷機を
作ったといわれる。発明
者というより、印刷システ
ムの完成者と言った方
がいいかもしれない。 

「ダヴィデ像」                       「ピエタ」                            「最後の審判」 

システィナ礼拝堂
の天井や側面に、
『旧約聖書』の場
面がびっしりと描
かれている。 
「最後の審判」や
「天地創造」のシー
ンが有名である。 
一番中央に描かれ
ているのが、救世
主イエス。 

グーテンベルク   当時の印刷所                      中国の羅針盤                  鉄砲を持つ傭兵 

マキァヴェリ 
彼の思想はマキァヴェ
リズムと呼ばれ、「目
的のためには手段を
選ばない」という意味
に誤解されている。 

ミケランジェロ 

鉄砲の発明は戦
術の変化を促し、
馬に乗った騎士
は無用の長物と
なった。兵士は金
で雇われる傭兵
が主流となった。 


